
長
野
県
大
町
市
の
郊
外

の
元
農
家
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
敷
地
。
家
の
前
に
も

裏
に
も
菜
園
。
こ
う
い
う

暮
ら
し
こ
そ
人
間
的
な
暮

ら
し
で
は
無
い
か
？

現
代
は
都
会
に
会
社
の

オ
フ
ィ
ス
や
工
場
が
余
り

に
も
集
中
し
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
が
進
ん
だ
今
、
企
業
が

も
っ
と
地
方
に
分
散
す
る

よ
う
な
政
策
を
と
る
こ
と

も
出
来
よ
う
。
そ
う
す
れ

ば
皆
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

生
活
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
裏
の
菜
園

の
一
隅
は
ネ
ッ
ト
で
覆
っ

て
あ
っ
た
。
猿
が
荒
ら
し

に
来
る
と
云
う
。

昔
は
広
葉
樹
林
が
中
心

の
山
も
、
杉
や
檜
の
針
葉

樹
林
に
変
わ
り
、
猪
や
鹿

に
は
住
み
に
く
く
な
っ
た
。

一
方
、
人
間
界
で
は
若

い
人
が
減
り
、
猟
師
も
減

少
。
そ
ん
な
事
情
で
猪
、

鹿
が
人
里
に
現
れ
、
猿
も

人
里
に
降
り
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。
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長
野
の
元
農
家長

野
県
大
町
市

二
〇
一
七
年
四
月

朝
鮮
半
島
の
三
八
度
線

は
北
と
南
を
隔
て
る
国
境

で
し
ょ
う
か
？

い
や
、
実
は｢

戦
線｣

。

ド
ン
パ
チ
や
っ
て
い
な
い

だ
け
。
正
に
戦
争
中
で
す
。

ど
う
し
て
？

一
九
四
九
年
、
大
陸
に

は
中
華
人
民
共
和
国
樹
立
。

米
国
は
台
湾
に
脱
出
し
た

蒋
介
石
を
支
援
し
、
中
華

人
民
共
和
国
と
は
敵
対
。

こ
の
時
、
朝
鮮
半
島
で

は
北
が
侵
攻
。
朝
鮮
戦
争

と
な
っ
た
。
一
時
は
国
連

軍(

米
軍)

が
鴨
緑
江
近
く

迄
北
上
。
敵
対
し
て
い
る

米
軍
が
中
国
東
北
部(

旧

満
州)

に
侵
攻
し
た
ら
大

変
と
、
中
国
は｢

義
勇
軍｣

を
送
り
北
を
支
援
。
三
八

度
線
ま
で
米
軍
を
押
し
返

し
て
休
戦
協
定
締
結
。

朝
鮮
半
島
は
戦
争
中

今
は｢

休
戦｣

状
態
。
つ

ま
り
、
米
国
は
北
朝
鮮
に

勝
利
す
る
意
図
を
保
持
。

そ
の
米
軍
は
核
兵
器
、

大
陸
間
弾
道
弾
、
巡
航
ミ

サ
イ
ル
を
多
数
保
持
。
つ

ま
り｢

大
量
破
壊
兵
器
を

現
に
持
っ
て
い
る
米
国｣

と｢

核
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル

な
ど
大
量
破
壊
兵
器
を
開

発
中
の
北
朝
鮮｣

が
対
峙
。

そ
の
米
軍
基
地
が
あ
る
所
、

即
ち
、
日
本
列
島
を
北
朝

鮮
が
狙
う
の
は
自
明
の
理
。

平
和
条
約
を
結
べ
ば

こ
の
敵
対
状
態
を
止
め

る
こ
と
が
、
北
の
核
や
ミ

サ
イ
ル
問
題
を
解
決
す
る

第
一
歩
。
お
互
い
に
軍
を

引
き
下
げ
、
相
手
を
認
め

合
い
、
攻
撃
し
な
い
こ
と

を
誓
約
す
る
こ
と
、
即
ち
、

平
和
条
約
を
結
ぶ
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

南
北
体
制
は
違
っ
て
も

三
八
度
線
の
国
境
を
通
し

て
往
き
来
し
て
離
散
家
族

も
会
う
こ
と
が
出
来
る
。

朝鮮半島に平和条約を

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま

す
か
？

先
週
、
先
々
週
は
お
休
み
し
ま
し
た


